
六

専
攻
学
科
目　

計
算
論
的
神
経
科
学

生　

年　

月　

昭
和
二
八
年
一
一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
一
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同　

五
六
年　

三
月 

大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
六
年　

三
月 

工
学
博
士    

同　

五
六
年　

七
月 
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
手

同　

六
一
年　

六
月 
文
部
省
学
術
国
際
局
学
術
調
査
官
（
併
任
）

同　

六
二
年　

六
月 
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
講
師

同　

六
三
年　

四
月 

（
株
）
エ
イ･

テ
ィ･

ア
ー
ル
（ATR

）
視
聴
覚
機
構
研
究
所
主
任
研
究
員

平
成　

六
年　

四
月 

金
沢
工
業
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

一
二
年　

四
月 

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
客
員
教
授
（
平
成
三
一
年
三
月
ま
で
）

同　

一
五
年　

五
月 

（
株
）
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
（ATR

）
脳
情
報
研
究
所
長
（
現
在
に
至
る
）

同　

一
六
年　

四
月 

（
株
）
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
（ATR

）
フ
ェ
ロ
ー

同　

一
八
年　

四
月 

富
山
県
立
大
学
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
〇
年　

四
月 

科
学
技
術
振
興
機
構
さ
き
が
け
領
域
総
括
（
平
成
二
八
年
三
月
ま
で
）

同　

二
二
年　

四
月 

（
株
）
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
（ATR

）
脳
情
報
通
信
総
合
研
究
所
長
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
七
年　

四
月 

自
然
科
学
研
究
機
構
新
分
野
創
成
セ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
分
野
長（
平
成
三
〇
年
三
月
ま
で
）

同　

二
九
年　

八
月 

（
株
）X

N
ef

代
表
取
締
役C

EO
（
現
在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
顧
問
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

川か
わ　

人と　

光み
つ　

男お
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工
学
博
士
川
人
光
男
氏
の
「
計
算
論
的
神
経
科

学
に
よ
る
脳
機
能
の
解
明
と
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
開
発
」
に
対
す
る
授
賞 

審
査
要
旨

川
人
光
男
氏
は
、
平
衡
位
置
制
御
仮
説
の
批
判
的
検
証
、
小
脳
内
部
モ
デ
ル

理
論
、
モ
ザ
イ
ク
理
論
、
視
覚
の
双
方
向
性
理
論
の
提
案
と
実
験
的
検
証
な
ど
、

脳
機
能
を
情
報
処
理
・
計
算
理
論
の
観
点
か
ら
解
明
し
、
世
界
的
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
生
か
し
、
脳
の
外

側
か
ら
脳
活
動
を
記
録
し
、
必
要
な
情
報
を
抽
出
し
、
考
え
る
だ
け
で
ロ
ボ
ッ

ト
や
家
電
を
動
か
せ
る
革
新
的
な
脳
情
報
通
信
技
術
（
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
（B

M
I

））
の
開
発
に
成
功
し
、
そ
の
有
用
性
を
広
く
社
会
に
示

し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
は
訓
練
な
し
に
脳
情
報
を
望
ま
し
い
状
態
に
導

く
「
デ
コ
ー
デ
ィ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（D

ecN
ef

）
法
」
を
開
発
、

中
枢
性
慢
性
疼
痛
、
う
つ
病
を
含
め
た
精
神
・
神
経
疾
患
の
治
療
に
新
た
な
可

能
性
を
示
す
と
共
に
、
神
経
科
学
に
新
し
い
学
問
領
域
を
切
り
開
い
た
。

（
１
）
小
脳
内
部
モ
デ
ル
理
論
等
の
提
案
と
実
証

従
来
、
運
動
制
御
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
脳
が
仮
想
軌
道
を
作
り
、
身
体
が

そ
れ
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
随
意
運
動
が
実
現
さ
れ
る
平
衡
位
置
制
御
仮
説

（
仮
想
軌
道
制
御
仮
説
）
が
有
力
だ
っ
た
。
一
方
で
、
登
上
線
維
入
力
を
教
師

信
号
と
し
て
運
動
学
習
を
行
う
と
す
る
「
内
部
モ
デ
ル
」
仮
説
がM

arr-A
lbus-

Ito

ら
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
た
。

川
人
氏
は
、
随
意
運
動
の
計
算
モ
デ
ル
の
検
討
を
繰
り
返
す
中
で
、
小
脳
皮

質
に
は
学
習
可
能
な
神
経
回
路
が
存
在
し
、
大
ま
か
に
は
、
体
に
行
動
を
命
令

す
る
神
経
回
路
、
実
際
に
体
が
ど
う
い
う
行
動
を
し
た
の
か
を
小
脳
に
伝
え
る

神
経
回
路
、
想
い
描
い
て
い
た
行
動
と
実
際
の
行
動
の
差
を
見
つ
け
て
そ
の
差

を
な
く
そ
う
と
す
る
神
経
回
路
が
相
互
に
作
用
し
た
結
果
、
行
動
が
修
正
さ

れ
、
徐
々
に
思
い
描
く
行
動
を
実
現
で
き
る
と
い
う
数
理
モ
デ
ル
「
小
脳
内
部

モ
デ
ル
理
論
」
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
サ
ル
の
脳
活
動
デ
ー
タ
の
波
形
が
モ

デ
ル
理
論
の
予
測
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
（N

ature, 1993

）、
運
動
中
の
腕
が

仮
想
軌
道
制
御
仮
説
に
よ
る
「
か
た
い
」
制
御
で
は
な
く
、
内
部
モ
デ
ル
理
論

に
よ
る
「
や
わ
ら
か
い
」
制
御
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
（Science, 

1996

）、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
ヒ
ト
が
新
し
い
道
具
を
使
う
時
の
学
習
過
程
の

脳
活
動
をfM

R
I

に
よ
り
計
測
、
そ
の
活
動
の
変
化
を
解
析
し
、
限
ら
れ
た
範

囲
に
「
内
部
モ
デ
ル
」
を
反
映
す
る
活
動
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
し
た

（N
ature, 2000

）。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
仮
想
軌
道
制
御
仮
説
に
か
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わ
り
、「
内
部
モ
デ
ル
」
が
運
動
制
御
の
定
説
と
な
り
、
代
表
的
な
神
経
科
学

の
教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
よ
り
複
雑
な
運
動
や
環
境
へ
の
適
応
を
説
明
す
る
モ
ザ
イ
ク
理

論
、
視
覚
の
双
方
向
性
理
論
の
提
案
と
実
験
的
検
証
な
ど
、
脳
機
能
を
情
報
処

理
・
計
算
理
論
の
観
点
か
ら
解
明
し
世
界
的
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

（
２
）
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
実
装

こ
の
内
部
モ
デ
ル
理
論
を
、
川
人
氏
が
統
括
し
たJST-ER
ATO

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
開
発
し
た
三
〇
自
由
度
を
持
つ
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
運
動
学

習
に
実
装
し
、
ヒ
ト
と
同
じ
原
理
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
こ
と
に
成
功
、
同
理

論
を
実
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
以
上
に
及
ぶ
タ
ス
ク
を
小
脳
内
部
の
モ
デ

ル
学
習
、
見
ま
ね
学
習
、
強
化
学
習
な
ど
で
達
成
し
た
。
こ
れ
ら
脳
の
原
理
に

基
づ
く
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
学
習
は
世
界
的
に
も
大
き
な
注
目
を
集

め
た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
、
世
界
で
初
め
て
、
サ
ル
の
大
脳
皮
質
活
動
情
報
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
米
国
か
ら
日
本
に
伝
送
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ロ
ボ
ッ
ト

を
歩
行
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
、
脳
神
経
科
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

の
技
術
の
融
合
を
実
現
し
た
。

（
３
）
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（BM

I

）
の
開
発

そ
の
後
、
脳
活
動
信
号
を
読
み
取
り
、
脳
活
動
で
外
部
の
機
械
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
制
御
す
る
「
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（B

M
I

）」

へ
の
応
用
に
着
手
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
を
集
約
し
、（
株
）

ホ
ン
ダ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
、（
株
）
島
津
製

作
所
と
共
同
で
、
世
界
で
初
め
て
「
考
え
る
だ
け
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御
す
る

B
M

I

技
術
」
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
の
時
の
技
術
的
革
新
は
、
脳
活
動
に

伴
う
頭
皮
上
の
電
位
変
化
を
計
測
す
るEEG

と
、
脳
血
流
の
変
化
を
計
測
す

るN
IR

S

を
併
用
し
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
複
雑
な
情
報
を
統
計
処
理
す
る
情
報

抽
出
技
術
を
新
し
く
開
発
し
た
点
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
脳
活
動
を
高
精
度
に

判
別
、
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
成
果
は
国
内
外
に
「
ブ
レ
イ

ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（B

M
I

）」
技
術
の
有
用
性
を
広
く
知
ら
し
め
た
。

（
４
）
精
神
・
神
経
疾
患
の
治
療
に
向
け
た
新
た
な
道
筋

二
〇
一
一
年
に
はfM

R
I

を
使
っ
て
、
人
工
知
能
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
特

定
の
脳
活
動
情
報
を
解
読
し
、
そ
の
類
似
度
を
視
覚
情
報
と
し
て
脳
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
意
識
す
る
こ
と
な
く
特
定
の
脳
活
動
を
実
現

す
る
こ
と
の
で
き
る
デ
コ
ー
デ
ィ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（D
ecN

ef
）
法
を
開
発
し
た
（Science, 2011

）。
従
来
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
法
と
違
い
、
複
雑
な
脳
活
動
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
操
作
対
象
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領
域
を
特
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
精
神
疾
患
患
者
の
脳
活
動
パ
タ
ー
ン
を
健
常

者
の
脳
活
動
パ
タ
ー
ン
に
近
づ
け
る
こ
と
で
、
精
神
疾
患
患
者
の
症
状
改
善
が

期
待
で
き
る
も
の
と
し
て
、
中
枢
性
慢
性
疼
痛
、
精
神
・
神
経
疾
患
の
治
療
に

向
け
た
新
た
な
道
筋
を
示
し
た
。
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